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研究内容

【背景・目的】
現在の社会は，石油などの化石資源から燃料（ガソリンなど）や化成品（プラスチックなど）を製造す

る“オイルリファイナリー”と呼ばれる石油化学工業に依存しています。これら石油由来の製品は，最後
は焼却され，二酸化炭素として大気に排出され地球温暖化の原因となります。これに対し，本研究ユニッ
トでは，廃材や農林廃棄物といった非可食性の植物資源，つまり太陽の光を基に自然が作り出す天然資源
“バイオマス”から，化石資源と同じように燃料や化成品を製造することを目指します。この製造工程を
私たちは“バイオマスリファイナリー”と呼び，この研究が実用化されれば，石油枯渇や二酸化炭素の削
減に大きく貢献できることが期待されます。

【概要・研究の特徴】
植物バイオマスの植物細胞壁の成分であるセルロースはグルコースを基本骨格とする直鎖状ポリマー

であるが、分子間水素結合により極めて強固な結晶構造を形成しています。さらに木質系バイオマスの場
合は，この結晶性セルロースに加え、ヘミセルロースおよびリグニンという3種類の天然高分子が複雑に
絡合する構造をしています（リグノセルロースと呼ばれています）。このリグノセルロースの頑強な構造
こそが、植物バイオマスを化学反応・生化学反応で目的物質へと変換する反応を妨げる障壁です。
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バイオマスリファイナリーユ
ニットでは、上記の従来法とは異な
り，「イオン液体」と呼ばれる常温
溶融塩を植物バイオマスに対する反
応溶媒や触媒として用いることを特
色としています。このイオン液体を
用いたバイオマスリファイナリーで
は、酸やアルカリを使わずに、常
温・常圧でセルロースの結晶構造を
緩和することができ、廃液量やエネ
ルギー使用量を削減することができ、
そして、植物バイオマスを化学反
応・生化学反応で目的物質へと高効
率で変換することができます。
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